
〔資料〕「さいたま市民の政治に関する意識調査 」結果

 
調査の概要

埼玉大学社会調査研究センターでは、「さいたま

市民の政治に関する意識調査」を 年 月に実

施した。調査対象は、さいたま市の有権者名簿から

各区の有権者数に比例する形で抽出した 人、

調査方法は郵送法を採用している。有効回答者数

は 人 回収率 であった。

「さいたま市民政治意識調査」は今回で 回目、

毎年の定例となってから 年目に相当する。わけ

ても、本年の調査については、コロナ禍という状況

にもかかわらず、 という回収率を確保すること

ができた。定例化以降の回収率が一貫して 割台

を保っていることで、継続質問結果に関する推移

の客観性も担保されている。回答を返送してくだ

さった、さいたま市民のみなさまに、ひたすら感謝

申し上げる次第である 調査票と単純集計結果、

および、クロス集計表は後掲 。

調査結果の概要

さいたま市民政治意識調査では、フェイスシー

ト項目に同一の質問形式を採用している。経年の

推移を確認すると、市民の情報・コミュニケーショ

ンスタイルに関して、激変とも形容すべき様相が

見受けられる。例えば、 年から採用した「ス

マートフォンの保有率 」は直線的に増加し、

年には に到達した。〔表 〕を参照された

い。年齢別の保有率をみると、〔表 〕に明らかな

ように、 代においても という高比率を占め

るに至った。直近、すなわち 年ごろからの、

中高年層における保有者の劇的な増加にはあらた

めて驚きを禁じ得ない。

ライフ・スタイルをめぐる、社会の変容は、ここ

のところ、若者ではなく中高年が原動力となって

いる。中高年層の間に動きがあり、彼らに浸透する

ことで社会のあり方が大きく変わる。ただし、その

帰結は、「スマホ依存」とも表現すべき、年齢を超

越した均質化現象でもある。

・年齢を指標とした政治意識・情報行動の位相

ここからは、政治意識や社会意識、情報行動につ

いて、年齢を弁別指標に比較検討していきたい。後

掲のクロス表を参照しながらお読みいただければ

幸甚である。

年功ないし逆年功パタン

日本人に関する意識調査の結果を、性・年齢・学

歴・職業といった人口統計的属性を弁別要素とし

て解釈する場合、最も弁別力の高い外的指標は「年

齢」である。年齢 の段階区分 が意識の相違を最も

良く説明するということにほかならない。

今回の意識調査の結果に関しても、多くの質問

回答で年齢差 より正確には、「若低 ↗ 老高」ない

し「若高 ↘ 老低」という一方向的な年層差 を確認

することができた。調査票の質問順に列挙すると、

の「政治家への信頼度」、 の「被選挙権年齢の

あり方」、 の「同性パートナーシップ制度への

評価」、 の「 人口知能 への評価」、 の「コ

ロナウィルスへの対応 経済優先か健康優先か 」、

の「テレビを見る度合い」、 の「新聞の読

む度合い」、 の「主たる情報源」などが相当する。

例えば、 の日本の政治家への信頼度は、全年

代を通じて非常に低い。中でも、「全く信頼できな

い」という強い否定の割合に関して、若年層から中

年層、高年層へと連続的に変化する「若高 ↘ 老低」

型の年層差が見受けられる。 の「被選挙権年齢」

については、「今のままでよい」「引き下げる必要

はない」回答に「若低 ↗ 老高」という直線的な上
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と思います。では、鈴木さん。

○鈴木 手順が大事ですが、繰り返しになるので、

今後どうなるかということについてオートコール

に引き寄せて考えてみました。玄関に入れたくな

い、会話したくない、そうなって非接触型社会が

本当に来た場合、 は進んでいくと思います。

それからデジタル庁もできる。マイナンバーが完

全に普及する可能性もある。もしマイナンバーが

完全に普及して安全に利用できる状態で、そうい

う社会がやってきた場合、社会の合意が必要だけ

れども、これはデジタル・サンプリングができる

のです。全ての有権者から単純無作為抽出できる

ようになる。もちろん法的整備も必要ですけれど

も、場合によっては、単純無作為抽出ができるだ

けでなく、層化抽出もできるようになる。その後、

アクセス方法も、デジタル庁ができて全員にアク

セスできるようになれば、住民基本台帳と同じよ

うに、住民メールアドレス台帳のようなものが出

来上がる。そうなると世論調査の少なくとも計画

標本まではできるようになる。報道機関はそうや

って世論調査をしてよい、内閣府の世論調査もそ

うなる。完全に非接触で計画標本まで可能になる。

その後は、調査回答に拒否する自由はもちろんあ

る。そして拒否した人にお願いする自由もある。

そういう社会になれば、電話ではなくインターネ

ット調査でいいと思います。

○堀江 夢のような話ですね。

○鈴木 方向性の話ですから。その端緒を社会調

査研究センターがやっているのかもしれない。そ

うではないかも知れない。人々は、対面・対話で

意見表明するリスクがなくなる。それはみんなが、

そうやってやるものだと合意形成された社会が来

たときですよ。そういうことは方法論的にはでき

る。ちょっと先ですから、今はそんな先のことを

夢見ていてもしようがないので、やれることを

徐々にやっていく、そういうことじゃないかなと

思います。

○堀江 分かりました。松本先生。

○松本 やはり対社会との関係で成り立つので、

どう受け止めてくれるのかなということから言う

と、説明して開示しても通じない部分はどうして

もあるんでしょうけれども、先ほどから言われて

いるように、結果だけではなくて、プロセスも含

めた品質表示というか、そこはなかなか難しくて、

改めてレポートを書いたり論文でということでし

かできないので、番組や紙面でそこをというのは

なかなか割けないんだけれども、機会あるごとに

こういう形で開示していくというか、説明してい

くという、そこを我々はサボってはいけないなと

いうことが つです。

それからもう つは、僕は何度も言うように、

持論なんですけれども、日本の世論調査というの

は、いわゆる新聞、通信社をメインにした今のオ

ールドメディアというのが、その社会的信用と社

会的信頼というもので成り立ってきてこれだけ定

着してきた、そういう つの社会的な資産、公共

財だと思っています。メディアが担う世論調査と

いうのがどこまで続くかという、そこは非常に大

事なことなのではないかと。時間がかかって、お

金がかかってという、さらにはそこのコストがか

かることに関するプレッシャーみたいなものがあ

る中で、人繰りもなかなか難しくてという中でや

っていかなければいけないんでしょうけれども、

メディアの担う世論調査がそれなりに日本の世論

調査の質を担保してきたと思っていますので、そ

こは大事にしていかなきゃいけない思っています。

○堀江 分かりました。

つ私が申し上げるとしたら、ノン・スポーク

ン、それからオートコール等の調査、非接触型の

調査の模索はこれからも続くと思うんですけれど

も、そうした調査に答えてくれるような人たちが

今世の中にどのぐらいいて、その人たちがどうい

う意見を持っているのかを別の郵送調査とか何か

で取っておくというバックボーンが必要なのかな

という気はしました。そうしておけば、どのぐら

いバイアスが出ているのかもある程度目に見えて

きますし、そういう人たちが増えているのか減っ

ているのかといった動きも分かっていくと思いま

す。固定電話に携帯を導入したときに携帯の所持

率をずっと調査し続けたように、こういう非接触

型のデバイスで答えてくださる人たちがどのぐら

いいて、どんな政治意識を持っているのかという

データの蓄積も必要かなと思ったところです。

○松本 それはお互いにやりたいですね。

○堀江 最後に何かありますか。

○松本 いや、ありません。

○堀江 では、討論はここで終わりたいと思いま

す。どうもありがとうございました。
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の若年層が 割以上と他の年齢層に比べて顕著に

高いことを考え合わせると、同じインターネット

とはいっても、アクセス先が とプラットホー

ムとでは、情報の内容、言い換えればコンテンツが

大きく異なるためであろうとの解釈が成り立つ。

「インターネット」なる用語の多義性が示唆され

よう。社会調査、とりわけ時系列的な継続調査には、

日々変容する情報環境に対応すべき質問設定の難

しさと限界が必然的に付随する。

こうした傾向は、埼玉大学社会調査研究セン

ターが定期的に実施している「高校生政治意

識調査」の結果にも存在する。「政治家信頼

度」は、「政治満足度」に比べて、マイナス

の度合いが極めて大きく、高校生が政治を認

知する起点が、政治家のネガティブ・イメー

ジにあるという推測が成り立った。スキャン

ダルや不祥事など、メディア、とりわけ

を含む映像メディアを通じた政治家の姿が、

彼らにとっての「リアルな政治との遭遇」の

ように思われた。詳しくは、『政策と調査』

第 号、第 号および第 号を参照され

たい。

文責 松本 正生
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昇が存在している。 の「同性パートナーシップ

制度」への「賛成」の比率は、極端な「若高 ↘ 老

低」型を示しており、比率の絶対値も若年層の 割

台から高年層の 割台へと大きく減少する。続く、

の「 人口知能 の発展」では、「良い点の方

が多い」とする肯定的な受け止め方が「若高 ↘ 老

低」であるのに対して、その逆の「若低 ↗ 老高」

は、「悪い点の方が多い」ではなく「わからない」

回答の比率があてはまる。 の「コロナウィルス

への対応の仕方」に関する「経済を優先すべきか、

健康を優先すべきか」についても、 代の比率に

留意が必要ではあるものの、「経済優先」の「若高

↘ 老低」対「健康優先」の「若低 ↗ 老高」という

相違が存在している。以上のような結果は、常識的

理解の範囲でもありえよう。

情報環境に関しては、 の「テレビで政治の

ニュースを見る」度合いの「ほぼ毎日見ている」や、

の「新聞で政治の記事を読む」の「毎日読ん

でいる」の割合で、「若低 ↗ 老高」の直線的な上昇

が見受けられる。とりわけ、「 新聞 を毎日読んで

いる」および「まったく読まない」比率の極端な年

層差が目立っている。 の「社会についての情報

源 １つだけ選択 」では、「テレビ」 と「イン

ターネット」 のシェアを二分するデバイスに

ついて、テレビ派の「若低 ↗ 老高」とインターネ

ット派の「若高 ↘ 老低」という対照的な構図が存

在し、 代あたりが両派の分岐点に該当すること

が確認できる。

フラットパタン 社会的合意型ないし社会

的常識型

今度は、年齢との相関のみられない回答結果を

取り上げてみよう。先ず、 の「生活満足度」が相

当する。「 今の生活に 満足している」＋「ある程

度満足している」の満足派の比率は、すべての年代

で 割以上と大多数を占めており、年層差は存在

しない。同様の傾向は、 の「少年法の適用年齢

の引き下げ」に対する「賛成」回答にも見受けられ

る。「賛成」比率は全体で と圧倒的多数である

と同時に、全年齢層で 割以上を占めている。社会

に広く共有された、合意的見解と解釈することが

できるかもしれない。

の「東京オリンピック・パラリンピックが来

年開催できるか」に関する「開催できない」とする

回答も、全体平均で 、年齢別でも 歳以上を

除き どの年齢層でも 割以上となっている。こち

らは、社会的合意というよりも社会的常識と表現

することができよう。値自体は若干下がるものの、

の「 歳選挙権」に対する「ちょうどいい」と

する評価も、 代を除くと 各年代で過半数を占

めており、「 歳選挙権」が社会的制度として受け

入れられたことを示唆しているであろう。

特殊パタン 字 逆 字 型ないし台形 な

べ底 型

次は、少しく特殊なパタンで、年齢差は存在する

ものの一方向的な傾向ではなく、特定の年代に、あ

るいは連続性を飛び越えて複数の年代に相違が認

められる回答結果を紹介する。 の「政治満足度」

がそれに該当する。政治に対する不満度が高いと

いう全体的な傾向は共通するものの、「大いに不満

足である」とする強い否定回答、および「やや不満

足である」＋「大いに不満足である」の不満派の割

合は、 ～ 歳の最若年齢層と 歳以上の最高齢

層とが共に他の年齢層に比べて低く、「政治満足」

派の比率は逆に ～ 歳と 歳以上で比較的高

くなっている。先の「生活満足度」で確認した、す

べての年代で 割以上というフラットな構造とは

やや様相が異なる。加えて、「政治家への信頼度」

に関して、「まったく信頼できない」とする強い否

定回答が若年層で比較的高い比率であったことと

も矛盾しよう。

これらの傾向をどのように解釈すべきなのか。

ひとつの推測として、最若年齢層と最高年齢層の

共通傾向については、ライフステージにおける現

実の政治社会への関わり方の度合いが介在してい

ると考えられよう。また、若年層の政治家不信の高

さとの整合性に関しては、一般的な政治に関する

リアリティが希薄である一方で、メディアを通じ

た政治家のマイナス・イメージが政治を認識する

契機となっているのではないかと思われる 。

の「今の日本の政治を実際に動かしているのは誰

か」質問で、全体平均で と相対的多数を占めた

「官僚」の割合が ～ 歳の若年層で比較的低率

の であることも、こうした推測を補強してくれ

るだろう。

の「インターネットで政治のニュースを見

る」質問の回答結果も注目に値する。「ほぼ毎日見

ている」比率の最も高いのが 代 と 代

の実年世代で、 ～ 歳および 代の若年

層はそれぞれ 、 とやや低い値を示している。

この相違に介在する要因は、質問文中の「政治のニ

ュース」と思われる。 の「社会についての情報

源」での「インターネット」が、 ～ 歳と 代
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昇が存在している。 の「同性パートナーシップ

制度」への「賛成」の比率は、極端な「若高 ↘ 老

低」型を示しており、比率の絶対値も若年層の 割

台から高年層の 割台へと大きく減少する。続く、

の「 人口知能 の発展」では、「良い点の方

が多い」とする肯定的な受け止め方が「若高 ↘ 老

低」であるのに対して、その逆の「若低 ↗ 老高」

は、「悪い点の方が多い」ではなく「わからない」

回答の比率があてはまる。 の「コロナウィルス

への対応の仕方」に関する「経済を優先すべきか、

健康を優先すべきか」についても、 代の比率に

留意が必要ではあるものの、「経済優先」の「若高

↘ 老低」対「健康優先」の「若低 ↗ 老高」という

相違が存在している。以上のような結果は、常識的

理解の範囲でもありえよう。

情報環境に関しては、 の「テレビで政治の

ニュースを見る」度合いの「ほぼ毎日見ている」や、

の「新聞で政治の記事を読む」の「毎日読ん

でいる」の割合で、「若低 ↗ 老高」の直線的な上昇

が見受けられる。とりわけ、「 新聞 を毎日読んで

いる」および「まったく読まない」比率の極端な年

層差が目立っている。 の「社会についての情報

源 １つだけ選択 」では、「テレビ」 と「イン

ターネット」 のシェアを二分するデバイスに

ついて、テレビ派の「若低 ↗ 老高」とインターネ

ット派の「若高 ↘ 老低」という対照的な構図が存

在し、 代あたりが両派の分岐点に該当すること

が確認できる。

フラットパタン 社会的合意型ないし社会

的常識型

今度は、年齢との相関のみられない回答結果を

取り上げてみよう。先ず、 の「生活満足度」が相

当する。「 今の生活に 満足している」＋「ある程

度満足している」の満足派の比率は、すべての年代

で 割以上と大多数を占めており、年層差は存在

しない。同様の傾向は、 の「少年法の適用年齢

の引き下げ」に対する「賛成」回答にも見受けられ

る。「賛成」比率は全体で と圧倒的多数である

と同時に、全年齢層で 割以上を占めている。社会

に広く共有された、合意的見解と解釈することが

できるかもしれない。

の「東京オリンピック・パラリンピックが来

年開催できるか」に関する「開催できない」とする

回答も、全体平均で 、年齢別でも 歳以上を

除き どの年齢層でも 割以上となっている。こち

らは、社会的合意というよりも社会的常識と表現

することができよう。値自体は若干下がるものの、

の「 歳選挙権」に対する「ちょうどいい」と

する評価も、 代を除くと 各年代で過半数を占

めており、「 歳選挙権」が社会的制度として受け

入れられたことを示唆しているであろう。

特殊パタン 字 逆 字 型ないし台形 な

べ底 型

次は、少しく特殊なパタンで、年齢差は存在する

ものの一方向的な傾向ではなく、特定の年代に、あ

るいは連続性を飛び越えて複数の年代に相違が認

められる回答結果を紹介する。 の「政治満足度」

がそれに該当する。政治に対する不満度が高いと

いう全体的な傾向は共通するものの、「大いに不満

足である」とする強い否定回答、および「やや不満

足である」＋「大いに不満足である」の不満派の割

合は、 ～ 歳の最若年齢層と 歳以上の最高齢

層とが共に他の年齢層に比べて低く、「政治満足」

派の比率は逆に ～ 歳と 歳以上で比較的高

くなっている。先の「生活満足度」で確認した、す

べての年代で 割以上というフラットな構造とは

やや様相が異なる。加えて、「政治家への信頼度」

に関して、「まったく信頼できない」とする強い否

定回答が若年層で比較的高い比率であったことと

も矛盾しよう。

これらの傾向をどのように解釈すべきなのか。

ひとつの推測として、最若年齢層と最高年齢層の

共通傾向については、ライフステージにおける現

実の政治社会への関わり方の度合いが介在してい

ると考えられよう。また、若年層の政治家不信の高

さとの整合性に関しては、一般的な政治に関する

リアリティが希薄である一方で、メディアを通じ

た政治家のマイナス・イメージが政治を認識する

契機となっているのではないかと思われる 。

の「今の日本の政治を実際に動かしているのは誰

か」質問で、全体平均で と相対的多数を占めた

「官僚」の割合が ～ 歳の若年層で比較的低率

の であることも、こうした推測を補強してくれ

るだろう。

の「インターネットで政治のニュースを見

る」質問の回答結果も注目に値する。「ほぼ毎日見

ている」比率の最も高いのが 代 と 代

の実年世代で、 ～ 歳および 代の若年

層はそれぞれ 、 とやや低い値を示している。

この相違に介在する要因は、質問文中の「政治のニ

ュース」と思われる。 の「社会についての情報

源」での「インターネット」が、 ～ 歳と 代

Policy & Research No.19 (November 2020) 40
41 政策と調査　第19号（2020年11月）



この下の Ｑ１ からお答えください

Ｑ１．あなたは、今の生活に満足していますか。
１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．満足している  

２．ある程度満足している

３．あまり満足していない

４．満足していない

Ｑ２．あなたは、現在の政治に対してどの程度満足し
ていますか。１つ選んで番号に○をつけてくだ
さい。

１．大いに満足している

２．だいたい満足している

３．やや不満足である

４．大いに不満足である

５．わからない

Ｑ３．あなたは、安倍内閣を支持しますか。
１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．支持する

２．ある程度支持する

３．あまり支持しない

４．支持しない

５．わからない

Ｑ４．あなたは、大野元裕・埼玉県知事を支持しますか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．支持する

２．ある程度支持する

３．あまり支持しない

４．支持しない

５．わからない

Ｑ５．あなたは、清水勇人・さいたま市長を支持しま

すか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．支持する

２．ある程度支持する

３．あまり支持しない

４．支持しない

５．わからない

整理番号

埼玉大学社会調査研究センター

「政治に関する意識調査」2020 年 8 月 
埼玉大学社会調査研究センターでは、毎年、さいたま市の市民のみなさまを対象に調査を実施し、

いまの政治や選挙などについて、ご意見をお聞きしています。調査の結果は、埼玉大学社会調査研究

センターのホームページで公表するとともに、埼玉新聞などでも報道されております。

さいたま市内 区の選挙人名簿から、無作為に 人の方を抽出したところ、あなた様にご協

力をいただくことになりました。ぜひ、ご意見をお聞かせください。回答いただいた内容は、統計的

に処理して「○○に賛成△△％」といった形で分析しますので、お名前や具体的な回答内容が外部に

出ることはありません。また、ご記入の調査票は裁断し、情報管理を徹底します。

この調査には、ご本人様がご回答ください。右上にある「整理番号」は、調査票が返送されたかど

うかの確認や集計を匿名で行うためのものです。お名前を書いていただく必要はありません。

誠に恐縮ですが、８月２１日（金）までに、同封の封筒にてご返送くださいますようお願いいたします。

お問い合わせ： 埼玉大学社会調査研究センター（担当 菱山＝ひしやま）

月～金 午前９時から午後４時まで

（８月１３日～１９日の間は夏期休暇となります）

次のページの Ｑ に進んでください
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Ｑ６．日本の政治家（国会議員、地方議員、首長など）

を考えた時、あなたは、政治家についてどんな

印象を持っていますか。 つ選んで番号に〇を

つけてください。

１．とても信頼できると思う

２．ある程度信頼できると思う

３．あまり信頼できないと思う

４．全く信頼できないと思う

５．わからない

Ｑ７．今の日本の政治を実際に動かしているのは誰だ

と思いますか。 つ選んで番号に○をつけてく

ださい。

１．国会議員

２．官僚

３．首相

４．国民一人一人

５．大企業

６．マスコミ

７．わからない

Ｑ８． 年から「選挙権」が１８歳になりました。

１８歳という年齢で選挙権を持つのは早いと

思いますか。それとも遅いと思いますか。

つ選んで番号に〇をつけてください。

１ 早い

２ ちょうどいい

３ 遅い

４ わからない

Ｑ９．一方、選挙に立候補できる「被選挙権」は、都

道府県知事と参議院議員では３０歳以上、それ

以外では２５歳以上となっています。あなたは、

被選挙権についてどうするべきだと思います

か。１つ選んで番号に○をつけてください。

１．選挙権と同じ 歳以上にするべきだ

２．引き下げるべきだが、選挙権と同じ年齢まで

引き下げる必要はない

３．今のままでよい

４．わからない

Ｑ 少年法の適用年齢を２０歳から１８歳に引き

下げるかどうかについては、議論が続いていま

す。あなたは、少年法の適用年齢を引き下げる

ことに賛成ですか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．賛成

２．反対

３．わからない

Ｑ 現在、さいたま市役所の庁舎は浦和区にありま

すが、さいたま新都心駅周辺への移転が望まし

いとの答申がされています。あなたは、庁舎は

移転すべきだと思いますか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．さいたま新都心に移転すべきである

２．浦和区から移転すべきではない

３．わからない

４．その他の場所が良い（ 区）

Ｑ 自治体が独自に同性パートナーシップ制度を

設けるという動きが広まっています。

同性間のパートナーに、異性間のパートナーと

同等の権利を認めることに対して、あなたはど

のようにお考えですか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．賛成

２．反対

３．わからない

Ｑ 近年、「ＡＩ（人工知能）」の発展が話題になっ

ていますが、このことについてあなたはどう思

いますか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．良い点の方が多い

２．悪い点の方が多い

３．わからない

Ｑ あなたは、東京オリンピック・パラリンピック

が来年開催できると思いますか。

１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．開催できると思う

２．開催できないと思う

３．わからない

43 政策と調査　第19号（2020年11月）43 政策と調査　第19号（2020年11月）



Ｑ あなたは、学校の入学時期を９月に変更する「９

月入学制度」に賛成ですか、それとも反対です

か。１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．賛成

２．反対

３．わからない

Ｑ 新型コロナウィルスの感染拡大前と、感染拡大

後では、あなたの暮らしはどの程度変わりまし

たか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．大きく変わった

２．ある程度変わった

３．あまり変わっていない

４．まったく変わっていない

Ｑ ．新型コロナウィルスの感染拡大の影響で、あな

たにとって変わったことはありますか。

あてはまる事柄すべてに〇をつけてください。

１．経済状況

２．家族やパートナーとの付き合い方

３．友人との付き合い方

４．働き方

５．自宅での過ごし方や食生活

６．健康や衛生に対する考え方

７．人生の将来設計

８．人とのコミュニケーションの手段

９．そのほか 具体的に

Ｑ 新型コロナウィルスへの社会の対応の仕方に

ついて、あなたは経済と健康のどちらを優先す

べきだと考えますか。１つ選んで番号に〇をつ

けてください。

１．経済を優先すべきだ

２．どちらかといえば経済を優先すべきだ

３．どちらかといえば健康を優先すべきだ

４．健康を優先すべきだ

Ｑ ．あなたは普段、テレビ、新聞、インターネット

で政治のニュースをどの程度見たり読んだり

しますか。それぞれ１つ選んで番号に○をつけ

てください。

Ａ．テレビで政治のニュースを見る

１．ほぼ毎日見ている

２．週に 回以上見ている

３．あまり見ない

４．まったく見ない

５．わからない

Ｂ．新聞で政治の記事を読む

１．ほぼ毎日読んでいる

２．週に 回以上読んでいる

３．あまり読まない

４．まったく読まない

５．わからない

Ｃ．インターネットで政治のニュースを見る

１．ほぼ毎日見ている

２．週に 回以上見ている

３．あまり見ない

４．まったく見ない

５．わからない

◆最後に、今回の調査結果を統計的に処理するため

に、いくつかおうかがいします。

Ｆ１．あなたは男性ですか、女性ですか。

１．男性 ２．女性 ３．答えない

Ｆ２．あなたのお年は満でおいくつですか。あてはま

る番号に○をつけてください。

１．１０代 ５．５０代

２．２０代 ６．６０代

３．３０代 ７．７０代

４．４０代 ８．８０歳以上

次のページの に進んでください
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Ｆ３．あなたが最後に在籍した（または現在在籍して

いる）学校を１つ選んで番号に〇をつけてくだ

さい。

１．中学校（旧制高等小含む）

２．高校（旧制中学含む）

３．高専・短大・専修学校

４．大学（旧制高専含む）

５．大学院（修士・博士）

６．わからない

Ｆ４．あなたは、さいたま市に住んでどのくらいになり

ますか。１つ選んで番号に○をつけてください。

１．１年未満

２．２～３年未満

３．４年～１０年未満

４．１０年～２０年未満

５．２０年以上

Ｆ５．あなたの現在のお住まいは、次のうちどれです

か。１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．持ち家（一戸建て）

２．持ち家（マンションなどの集合住宅）

３．賃貸住宅（一戸建て）

４．賃貸住宅（マンション、アパートなどの集合住宅）

５．社宅・寮

６．その他

Ｆ６．あなたは、一人住まいですか。それとも家族等

の方と同居されていますか。

１．一人住まい

２．家族等と同居

３．その他

Ｆ７．あなたにはお子さんがいますか。

１．いる

２．いない

Ｆ８．ところで、あなたは、社会についての情報を何

から得ていますか。もっとも利用しているもの

を１つ選んで番号に〇をつけてください。

１．テレビ

２．ラジオ

３．新聞

４．インターネット

・ ツイッター なども含む

５．家族や友人からの話

６．その他 －

Ｆ９．あなたのお宅には、家庭用の固定電話があり

ますか。

（携帯電話のみの方は「２ ない」に○を）

１．ある ２．ない

Ｆ ．あなたは現在、スマートフォンを持っていますか。

１．はい ２．いいえ

Ｆ 最後に、あなたは、ご自宅で電話を使う場合、

次のどれに当てはまりますか。次の中から１つ

選んで番号に〇をつけてください。

１．固定電話だけを使う

２．携帯電話だけを使う

３．両方使うが主に固定電話

４．両方使うが主に携帯電話

５．両方とも同じ程度使う

６．両方とも使わない

ご協力ありがとうございます。

この回答用紙は、返信用封筒（切手が貼られてい
るもの）に入れ、８月２１日（金）までに、ご返
送ください。早めにご投函いただければ幸いです。
この調査について、ご意見やご要望があれば、下
の余白にご記入ください。
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Ｑ１．あなたは、今の生活に満足していますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

満足している
ある程度

満足している
あまり

満足していない
満足していない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ２．あなたは、現在の政治に対してどの程度満足していますか。１つ選んで番号に○をつけてください。
大いに

満足している
だいたい

満足している
やや

不満足である
大いに

不満足である
わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60) ー(0)
30代(77) ー(0)
40代(116)
50代(115) ー(0)
60代(81) ー(0)
70代(118)
80歳以上(57) ー(0)
全体(624)

Ｑ３．あなたは、安倍内閣を支持しますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

支持する
ある程度
支持する

あまり
支持しない

支持しない わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

さいたま市民政治意識調査2020
性別・年齢クロス集計
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Ｑ４．あなたは、大野元裕・埼玉県知事を支持しますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

支持する
ある程度
支持する

あまり
支持しない

支持しない わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ５．あなたは、清水勇人・さいたま市長を支持しますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

支持する
ある程度
支持する

あまり
支持しない

支持しない わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

とても信頼
できると思う

ある程度信頼
できると思う

あまり信頼
できないと思う

全く信頼
できないと思う

わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77) ー(0)
40代(116) ー(0)
50代(115) ー(0) ー(0)
60代(81) ー(0)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ６．日本の政治家（国会議員、地方議員、首長など）を考えた時、あなたは、政治家についてどんな
           印象を持っていますか。1つ選んで番号に〇をつけてください。
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国会議員 官僚 首相 国民一人一人 大企業
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

マスコミ わからない
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

早い ちょうどいい 遅い わからない
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57) ー(0)
全体(624)

Ｑ７．今の日本の政治を実際に動かしているのは誰だと思いますか。
            1つ選んで番号に○をつけてください。

Ｑ８．2016年から「選挙権」が１８歳になりました。１８歳という年齢で選挙権を持つのは
           早いと思いますか。それとも遅いと思いますか。 1つ選んで番号に〇をつけてください。
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選挙権と同じ
18歳以上にする

べきだ

引き下げるべき
だが、選挙権と
同じ年齢まで引
き下げる必要は

ない

今のままでよい わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

賛成 反対 わからない
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ９．一方、選挙に立候補できる「被選挙権」は、都道府県知事と参議院議員では３０歳以上、
          それ以外では２５歳以上となっています。あなたは、被選挙権についてどうするべきだと
          思いますか。 １つ選んで番号に○をつけてください。

Ｑ10. 少年法の適用年齢を２０歳から１８歳に引き下げるかどうかについては、議論が続いています。
         あなたは、少年法の適用年齢を引き下げることに賛成ですか。
         １つ選んで番号に〇をつけてください。
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さいたま新都心
に移転すべきで

ある

浦和区から移転
すべきではない

わからない
その他の

場所が良い

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60) ー(0)
30代(77) ー(0)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

賛成 反対 わからない
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

良い点
の方が多い

悪い点
の方が多い

わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ12. 自治体が独自に同性パートナーシップ制度を設けるという動きが広まっています。
          同性間のパートナーに、異性間のパートナーと同等の権利を認めることに対して、
          あなたはどのようにお考えですか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

Ｑ13. 近年、「ＡＩ（人工知能）」の発展が話題になっていますが、このことについてあなたは
         どう思いますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

Ｑ11. 現在、さいたま市役所の庁舎は浦和区にありますが、さいたま新都心駅周辺への移転が望ましい
         との答申がされています。 あなたは、庁舎は移転すべきだと思いますか。
         １つ選んで番号に〇をつけてください。

50Policy & Research No.19 (November 2020)
Policy & Research No.19 (November 2020) 50



開催できる
と思う

開催できない
と思う

わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

賛成 反対 わからない
男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

大きく変わった
ある程度
変わった

あまり
変わっていない

まったく
変わっていない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115) ー(0)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

Ｑ14. あなたは、東京オリンピック・パラリンピックが来年開催できると思いますか。
         １つ選んで番号に〇をつけてください。

Ｑ15. あなたは、学校の入学時期を９月に変更する「９月入学制度」に賛成ですか、
         それとも反対ですか。１つ選んで番号に〇をつけてください。

Ｑ16. 新型コロナウィルスの感染拡大前と、感染拡大後では、あなたの暮らしはどの程度
         変わりましたか。１つ選んで番号に〇をつけてください。
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経済状況
家族やパート

ナーとの付き合
い方

友人との付き合
い方

働き方
自宅での過ごし

方や食生活

男性(910)
女性(1115)
18～29歳(213)
30代(287)
40代(410)
50代(392)
60代(257)
70代(346)
80歳以上(136)
全体(2041)

健康や衛生に対
する考え方

人生の将来設計
人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の手段
そのほか

男性(910)
女性(1115)
18～29歳(213)
30代(287)
40代(410)
50代(392)
60代(257)
70代(346)
80歳以上(136)
全体(2041)

経済を優先
すべきだ

どちらかといえ
ば経済を優先す

べきだ

どちらかといえ
ば健康を優先す

べきだ

健康を優先
すべきだ

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116)
50代(115)
60代(81)
70代(118)
80歳以上(57) ー(0)
全体(624)

Ｑ17．新型コロナウィルスの感染拡大の影響で、あなたにとって変わったことはありますか。
           あてはまる事柄すべてに〇をつけてください。

Ｑ18. 新型コロナウィルスへの社会の対応の仕方について、あなたは経済と健康のどちらを
         優先すべきだと考えますか。１つ選んで番号に〇をつけてください。
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ほぼ毎日
見ている

週に1回以上
見ている

あまり見ない まったく見ない わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77)
40代(116) ー(0)
50代(115) ー(0)
60代(81) ー(0)
70代(118) ー(0)
80歳以上(57) ー(0)
全体(624)

ほぼ毎日
読んでいる

週に1回以上
読んでいる

あまり読まない
まったく
読まない

わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77) ー(0)
40代(116)
50代(115) ー(0)
60代(81) ー(0)
70代(118) ー(0)
80歳以上(57)
全体(624)

ほぼ毎日
見ている

週に1回以上
見ている

あまり見ない まったく見ない わからない

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77) ー(0)
40代(116)
50代(115)
60代(81) ー(0)
70代(118)
80歳以上(57)
全体(624)

  Ａ．テレビで政治のニュースを見る

Ｑ19．あなたは普段、テレビ、新聞、インターネットで政治のニュースをどの程度
           見たり読んだりしますか。それぞれ１つ選んで番号に○をつけてください。

Ｂ．新聞で政治の記事を読む

Ｃ．インターネットで政治のニュースを見る

53 政策と調査　第19号（2020年11月）
53 政策と調査　第19号（2020年11月）



テレビ ラジオ 新聞 インターネット
家族や友人
からの話

男性(285)
女性(334)
18～29歳(60)
30代(77) ー(0) ー(0)
40代(116) ー(0)
50代(115)
60代(81)
70代(118) ー(0)
80歳以上(57) ー(0)
全体(624)

Ｆ８．あなたは、社会についての情報を何から得ていますか。
　　　もっとも利用しているものを１つ選んで番号に〇をつけてください。
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